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cin と名付けた。 neurocrescÏn の全長 cDNA をニワトリ，マウスからクローニングし，さらにホモロジーの高い人間の
遺伝子が遺伝子データベースより見つかったので，独自にニワトリ，マウスからこれをクローニングして比較した。
蛋白質の分子量を明らかにするために大腸菌にて発現した蛋白質に対するポリクローナル抗体を作成し，除神経筋に
発現している neurocrescin 蛋白質を同定したところ 116 kDa , 48 kDa の 2 種類が認識された。非常に興味深いことに，
48 kDa の蛋白質は除神経筋においてのみ検出され神経支配されている筋では検出されなかった。次に真核細胞の細胞
株 COS7 で neurocrescÏn を発現したところ，細胞外に48 kDa の抗体陽性蛋白質が分泌された。この分泌蛋白質のN末
端アミノ酸配列を解析したところ， neurocrescin が分子内で切断され分泌されていることが判明した。また，この分




















同定したところ 116 kDa , 48 kDa の 2 種類が認識された。非常に興味深いことに， 48 kDa の蛋白質は除神経筋におい
てのみ検出され神経支配されている筋では検出されなかった。次に真核細胞の細胞株 COS7 で neurocrescin を発現し
たところ，細胞外に48 kDa の抗体陽性蛋白質が分泌された。この分泌蛋白質のN末端アミノ酸配列を解析したところ，
neurocrescin が分子内で切断され分泌されていることが判明した。また，この分泌 neurocrescin は培養脊髄神軽細胞
に対する神経突起伸長活性も示した。以上の結果より neurocrescin は，除神経された骨格筋で働き，骨格筋の活動依
存的に分泌される運動神経細胞に対する突起伸長因子であると考えられることが分かった。
以上のように，本論文は神経団路網形成の分子機構の解明に重大な貢献をするものであり，博士論文として価値あ
るものと認める。
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